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CACNATF,CACNAF1

CACNA1TF,CACNAF1;Voltage-dependent L-type calcium channel subunit alpha-1F ;Voltage-
gated calcium channel subunit alpha Cav1.4;
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	背景
	細胞局在：膜；多回膜貫通タンパク質..カルシウム電位依存性チャネルサブユニットα1 F(CACNA1F) ホモサピエンス この遺伝子は、細胞内へのカルシウムイオンの流入を媒介する電位依存性カルシウムチャネルのα1サブユニットとして機能する多回膜貫通タンパク質をコードする。コードされるタンパク質は、α1、α2/δ、β、γサブユニットから1:1:1:1の比率で複合体を形成する。この遺伝子の変異は、先天性定常夜盲症2A型、錐体桿体ジストロフィー、オーランド島眼病などのX連鎖性眼疾患を引き起こす可能性がある。複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されている。[RefSeq提供、2013年8月]
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	HL-60全細胞ライセートのウェスタンブロット解析。4～20% SDS-PAGEで分離し、メンブレンを抗CACNA1Fウサギモノクローナル抗体でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

